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③ 現在の見せ方に問題があるかどうか

現在のターゲット層と理想のお客様像が合っていな

い場合は現在の見せ方（特にデザイン）に問題があ

る可能性があります。合っている場合は方向性的に

は問題ないといえます。

⑤ 価値観チェックから色の方向性を定める

色味（赤や青など）とトーンのバランスがポイント

ですので、スタイルと好きな色、ターゲットと

合っているかを再確認します。

例えばこの言葉を色にするとこのようになります。

⑥ 希望のカラーを優先させる

指定がある場合は、希望のカラーでも作成する。

ターゲットやコンセプトと離れている場合は、

他の色でも作り提案する。

カラーコードの指定がある場合

指定のカラーコード*で作成する。

※カラーコードとは？

#CCDDDDのようにウェブ上の色を表示するため、そのRGB値を十六進法で表記した文字列のこと。

カラーコードの探し方

④ ブランドスタイル診断の結果

結果があっている：該当のスタイルを考慮して、カ

ラーやフォントなどを選んでいく。

合っていない：自分で選んでもらう近いイメージを

考慮して（ターゲットが好む）惹き寄せカラー、そ

の他の情報を考慮して提案する。

わからない場合：（ターゲットが好む）惹き寄せカ

ラーやその他の情報を考慮して提案する。

（色と言葉の一例）
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